
質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
は
本
市

の
将
来
を
左
右
す
る
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
り
、
特
に
④
・
⑤
街

区（
＊
１
）の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、
民
間
活
力
導
入
エ
リ
ア
の
コ

ン
テ
ン
ツ
と
新
庁
舎
の
位
置
を
具

体
化
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。

庁
舎
の
位
置
は
議
会
の
承
認
が
必

要
な
事
項
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る
の
か
。

な
お
、新
庁
舎
の
位
置
に
よ
り
、

ま
ち
づ
く
り
の
条
件
が
大
き
く
異

な
る
た
め
、
議
会
で
の
議
論
も
深

め
な
が
ら
早
期
に
具
体
化
で
き
る

よ
う
、
市
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
取
っ
て
事
業
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

市
民
意
見
聴
取
の
内
容
を

踏
ま
え
、
４
年
２
月
に
④
⑤
街
区

の
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
（
骨
子

案
）
を
作
成
し
、
３
月
に
民
間
事

業
者
へ
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ（
＊

２
）を
行
い
、６
月
に
そ
の
結
果
を

議
会
に
報
告
す
る
。
今
後
、
９
月

を
め
ど
に
、
実
現
可
能
性
の
あ
る

コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
加
え
た
④
⑤
街

区
の
市
有
地
を
有
効
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
考
え
方
（
案
）
の
作

成
と
併
せ
、
新
庁
舎
の
位
置
条
例

の
提
案
を
目
指
し
て
い
く
。

子
育
て
施
策
へ
の
財
源
投
入
で

市
独
自
の
取
組
の
推
進
を

質
問

民
営
化
に
伴
い
閉
園
予
定

の
渚
西
保
育
所
の
園
舎
を
活
用
し
、

臨
時
保
育
室
を
開
設
す
る
と
聞
く
。

こ
の
取
組
は
、
既
存
園
舎
を
そ
の

ま
ま
使
用
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
待
機
児
童
対
策
だ
が
、
こ
れ
だ

け
で
通
年
の
待
機
児
童
解
消
が
達

成
で
き
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
ら
な
る
対
策
が
必
要
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

な
お
、
市
独
自
の
第
２
子
以
降

の
保
育
料
無
償
化
の
適
用
も
含
め

て
子
育
て
施
策
を
さ
ら
に
重
点
化

し
、
明
石
市
を
例
に
子
育
て
施
策

に
思
い
切
っ
て
財
源
を
投
入
す
る

等
の
取
組
の
推
進
を
要
望
す
る
。

答
弁

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
送
迎
を
考
慮
し
、
臨
時

保
育
室
と
一
時
預
か
り
事
業
の
空

き
枠
を
活
用
し
た
、
就
労
応
援
型

預
か
り
保
育
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と

か
ら
、
い
ず
れ
の
保
育
資
源
も
な

い
地
域
を
中
心
に
、
待
機
し
て
い

る
家
庭
の
保
育
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、

早
急
に
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
に
関
す
る
手
続
な
ど

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
早
期
実
現
を

質
問

ス
マ
ー
ト
自
治
体
の
取
組

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
者
の
健
康
状
態
の
確
認
業
務

な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
、
市
税

等
の
納
付
に
係
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
し
て
き
た
が
、
今

後
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の

よ
う
に
拡
充
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
全
庁
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン

化
等
の
手
続
を
実
現
す
る
に
は
時

間
や
費
用
が
か
か
る
と
考
え
る
が
、

ど
の
よ
う
な
優
先
順
位
で
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

な
お
、
働
く
子
育
て
世
帯
は
、

来
庁
す
る
時
間
が
な
く
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
利
用
者
も
多
い
と
考

え
る
た
め
、
子
ど
も
に
関
す
る
手

続
等
を
早
急
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
に
つ
い
て
は
、原
則
、

全
て
の
手
続
を
対
象
に
検
討
を
進

め
て
お
り
、
窓
口
で
の
待
ち
時
間

や
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
や
手
続
の
省
力
化

の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

ま
た
、
取
扱
い
件
数
の
多
い
手

続
や
来
庁
困
難
な
人
を
対
象
と
し

た
手
続
な
ど
、
市
民
の
利
便
性
や

業
務
の
効
率
化
の
面
で
効
果
が
高

い
手
続
を
優
先
的
に
進
め
て
い
く
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
希
望
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
促

進
と
経
済
活
動
の
継
続
支
援
を

○
学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
で
は

環
境
負
荷
軽
減
の
取
組
を

枚
方
議
会
２
面

０
５
０
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０
２
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き むら りょう た

木村亮太

市役所本庁舎等を含む④街区

伏見市長の市政運営方針（抜粋）
�淀川を渡河する都市計画道路牧野高槻線及び府道京都守
口線は、周辺道路の安全対策など、府と連携し、早期完
成に向けて取り組む。

（４）産業・観光の活性化
�枚方宿地区の歴史街道の中間地点に位置す
る幼児療育園跡地を、民設民営により新た
なにぎわい創出の拠点として活用していく。

�文化・芸術の醸成に向け、総合文化芸術センターにおい
て多彩で魅力的な事業を数多く展開し、枚方市駅周辺の
活性化につなげる。

�本市をホームタウンとするスポーツチームの地元開催試
合と連動した催しや、トップアスリートと触れ合える機
会など、新しい価値を付加した様々なスポーツイベント
を通じて、地域のにぎわいを創出する。

�地域活性化支援センターにおける創業支援のさらなる充
実を目指すとともに、地域雇用の創出のため、就職氷河
期世代を対象とした奨学金支援制度を構築する。

（５）安全・安心のまちづくり
�通学路等の安全確保のため、子どもの交通安全プログラ
ムに基づき、必要な対策を推進する。

�自転車通行空間の整備や道路のバリアフリー化、歩道拡
幅の整備に取り組む。

�自ら避難が困難な要支援者への避難支援の
仕組みづくりを促進する。

�浸水想定区域外に避難する「広域避難」の実現に向けた
ルールづくりと校区間の協力関係の構築を進める。

（６）健康・福祉のまちづくり
�成果連動型民間委託契約方式（ＰＦＳ）を
活用し、介護予防に資する行動変容を促す
事業の充実に取り組む。

�地域共生社会の実現に向け、複雑化・複合化した課題に
対応する重層的支援体制の充実を図る。

�重度障害者が安心して地域で生活できるようグループホ
ームへの支援や、医療的ケア児及びその家族に対する支
援について検討を進める。

（７）多様な生活・社会の課題解決に取り組む
まちづくり

�ジェンダー平等の実現に向け、性別を理由とする差別や
不平等、暴力をなくすための啓発、性的マイノリティー
への支援、ＤＶ予防教育プログラムの推進等を図る。

�日本非核宣言自治体協議会や平和首長会議の取組を進め
る中で、核兵器の廃絶を求め続ける。

�全国に先駆け脱炭素に取り組むモデル事業の実現を目指
し、災害時の活用にもつながる公用電気自動車や電気バ
スの導入に向け取り組む。

（８）行財政改革
�デジタル技術の積極的な利活用によるスマ
ート自治体への転換により、業務の効率化
を進め、市民サービスの向上を図る。

�公立幼稚園・保育所施設の適正配置に向け
て、就学前の教育・保育施設に係るひらかたプランの後
期プランを策定する。

�国の示すガイドラインに基づき、市立ひらかた病院の中
期経営計画を策定する。

令和４年度の取組方針
令和４年度は、２年に及ぶコロナとの闘いで乗り越えて

きた経験を生かし、引き続き新型コロナウイルス感染拡大
の防止に努めるとともに、あらゆる危機事象を想定しなが
ら常に備える気持ちを忘れることなく取組を推進していく。
その上で、これまで進めてきた持続可能なまちづくりをさ
らに展開していく。
また、本市ならではの魅力を観光資源としたにぎわい創

出の取組を経済活性化につなげ、２０２５年大阪・関西万博後
のレガシーまでを見据えた「暮らしたくなるまち」へと進
化させる。
公民連携の施策展開や、「ＩＣＴの浸透が人々の生活を

あらゆる面で良い方向に変化させる」というＤＸ（デジタ
ル・トランスフォーメーション）の概念を取り入れ、スマ
ートシティへの取組を加速させることで市民サービスの向
上を図る。
重点施策の推進に当たっては、職員の意識改革とさらな

る市民の信頼を得られる市役所を構築していく。

８つの分野の重点施策
（１）子育て環境の充実
�児童虐待や子どもの貧困、ヤングケアラー問題、これら
に起因する学習環境など、子どもの課題に関する総合窓
口の明確化及び一元的な推進体制の整備を図る。

�ＩＣＴ等を活用した子どもが発する心のサインの可視化
や見逃さない体制づくりを進める。

�一時預かりの空き枠を活用した就労応援
型預かり保育の実施や渚西保育所の園舎
を活用した新たな臨時保育室の開設で、
年度途中も含めた待機児童の「通年のゼロ」を目指す。

�多胎児家庭への支援として、ファミリーサポートセンタ
ー利用料の補助対象に０歳を加える。

�放課後の安全な居場所づくりとして、全児童を対象にし
た総合型放課後事業の実施に向け、全小学校において校
庭開放を実施する。

（２）教育環境の充実
�ＬＴＥモデルのタブレット端末を有効に
活用し、子どもたちがグローバル社会の
中で生き抜くための力を育む。

�小学校の水泳授業について、民間の施設やスタッフの活
用を複数校において実施し、推進計画を策定する。

�中学校給食について、中学校給食あり方懇話会での意見
を踏まえ、具体化を進める。

�バリアフリーの観点から教育環境の整備を検討するとと
もに、学校トイレの洋式化、ドライ化、ユニバーサル化
や、小・中学校の体育館への空調設備整備を進める。

（３）魅力ある都市基盤の整備
�枚方市駅周辺再整備は、本市の未来を担
うまちづくりの重要施策の一つであり、
２０年、３０年先を見据え、多くの人が集い交流するエリア
の形成に向けて、より具体的な取組を着実に進める。

�上記整備において、図書館や生涯学習市民センター、（仮
称）市民窓口などの行政機能の再編に取り組む。

�京阪本線連続立体交差事業では、鉄道高架化工事の着手
と併せて、引き続き用地取得に取り組む。光善寺駅西地
区市街地再開発事業は、商業施設等の整備を支援し、良
好な駅前環境の整備と地域の活性化を図る。

質
問

子
ど
も
に
必
要
な
支
援
は
、

年
齢
や
そ
の
子
ど
も
の
置
か
れ
て

い
る
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
様
々
で

あ
り
、
ま
た
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

地
域
社
会
で
の
支
援
、
見
守
り
が

必
要
と
な
る
が
、
本
市
が
進
め
て

い
く
子
ど
も
の
成
長
へ
の
支
援
に

つ
い
て
、
考
え
を
聞
く
。

な
お
、
要
望
し
て
き
た
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー（
＊
３
）の
実
態
調
査
を

実
施
す
る
点
は
評
価
す
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
の
１８
歳
ま
で

の
拡
大
に
つ
い
て
も
以
前
か
ら
要

望
し
て
き
た
。実
施
に
当
た
っ
て
財

源
は
大
き
な
課
題
だ
が
、
選
択
と

集
中
の
観
点
か
ら
考
え
、
他
市
の

施
策
充
実
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
、英
断
を
要
望
す
る
。

答
弁

子
ど
も
を
守
る
取
組
が
最

優
先
と
考
え
る
た
め
、
児
童
虐
待

や
子
ど
も
の
貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
問
題
、
い
じ
め
、
不
登
校
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
対
す
る
支

援
策
を
推
進
し
て
い
く
。

学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

体
育
館
空
調
の
着
実
な
整
備
を

質
問

教
育
環
境
の
整
備
を
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
検
討
す
る

中
、
国
の
補
助
制
度
を
有
効
に
使

い
、
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備

を
順
次
進
め
て
い
く
べ
き
と
要
望

し
て
き
た
が
、
見
解
を
聞
く
。

ま
た
、
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
平

成
３０
年
よ
り
一
貫
し
て
繰
り
返
し

訴
え
続
け
、
今
回
よ
う
や
く
整
備

方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
５
年
度
で

中
学
校
１９
棟
、
６
年
度
で
小
学
校

４３
棟
の
整
備
を
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間

で
完
了
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

答
弁

教
育
環
境
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
つ
い
て
は
、
児
童
や
生
徒
、

学
校
の
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
必

要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、
国
の

通
知
に
よ
る
整
備
目
標
や
財
政
支

援
制
度
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
含
め
た
円
滑
な

移
動
支
援
に
関
す
る
整
備
方
針
の

策
定
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
学
校
体
育
館
へ
の
空
調

整
備
を
期
間
内
に
完
了
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
熱
中
症
対
策
や

避
難
所
の
環
境
向
上
の
た
め
、
着

実
に
進
め
て
い
く
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
向
け

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
取
組
を

質
問

Ｄ
Ｘ（
＊
４
）を
推
進
す
る

た
め
、
今
回
、
機
構
改
革
に
よ
り

担
当
課
の
名
称
が
変
更
さ
れ
る
が
、

組
織
体
制
を
課
レ
ベ
ル
で
は
な
く

室
や
部
と
い
っ
た
レ
ベ
ル
に
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

新
た
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
る
と
い
う
が
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
は
遅
い
と
感
じ
る
。

そ
こ
で
、
組
織
体
制
と
、
同
チ
ー

ム
立
ち
上
げ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ

い
て
、
考
え
を
聞
く
。

な
お
、
Ｄ
Ｘ
の
概
念
に
つ
い
て

も
、
こ
こ
に
来
て
全
庁
横
断
的
な

検
討
を
行
う
と
い
う
が
、
ス
ピ
ー

ド
感
の
欠
如
に
愕
然
と
す
る
。
こ

の
よ
う
な
Ｄ
Ｘ
の
取
組
で
は
、
新

庁
舎
整
備
の
議
論
も
は
る
か
先
に

な
っ
て
し
ま
う
と
指
摘
し
て
お
く
。

答
弁

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
は
じ
め

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
社
会

を
よ
り
便
利
で
豊
か
に
す
る
Ｄ
Ｘ

の
視
点
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

に
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
改
称
し
た
。

ま
た
、
３
年
４
月
に
外
部
人
材
で

あ
る
Ｄ
Ｘ
フ
ェ
ロ
ー
を
登
用
し
、

Ｄ
Ｘ
推
進
へ
の
取
組
を
進
め
て
き

た
が
、
今
後
さ
ら
に
全
体
最
適
化

の
見
地
か
ら
効
果
的
な
取
組
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、

市
民
生
活
の
質
的
向
上
や
業
務
の

効
率
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
と
し
た
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
情
報

小
児
接
種
へ
丁
寧
な
周
知
を

〇
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

実
現
を
目
指
し
取
組
の
推
進
を

やま ぐち つとむ

山口 勤

学校に設置のエレベーター

議
会
は
、
次
の
請
願
を
３
月
８
日
の
本
会
議
で
総
務
常

任
委
員
会
に
付
託
し
、
１０
日
の
同
委
員
会
で
の
審
査
を
経

て
、
２９
日
の
本
会
議
で
採
択
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願

枚
方
市
の
各
機
関
に
お
け
る

行
政
書
士
制
度
へ
の
理
解
並
び
に

行
政
書
士
法
遵
守
の
徹
底
に
関
す
る
請
願

行
政
書
士
は
、
国
民
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
で
あ
る
こ

と
を
自
覚
し
、
業
務
に
関
す
る
高
度
な
法
的
知
識
及
び
専

門
知
識
を
身
に
つ
け
る
べ
く
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
、
使
命

感
を
持
っ
て
業
務
に
臨
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

行
政
書
士
法
は
、
行
政
書
士
ま
た
は
行
政
書
士
法
人
で

な
い
者
は
、
他
人
の
依
頼
を
受
け
、
報
酬
を
得
て
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
第
１９

条
第
１
項
）
と
定
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
各
種
許
認
可
・
免
許
・
登
録
等
の
申

請
ま
た
は
届
出
等
に
際
し
、
資
格
を
有
し
な
い
、
い
わ
ゆ

る
非
行
政
書
士
が
申
請
書
類
を
作
成
し
、
手
続
を
行
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
頻
発
し
て
お
り
ま
す
。

枚
方
市
の
各
機
関
に
お
い
て
、
行
政
書
士
制
度
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
行
政
書
士
法
の
遵
守
が
徹
底
さ

れ
る
よ
う
に
、
違
法
な
書
類
作
成
・
提
出
行
為
の
排
除
に

関
す
る
指
導
強
化
を
徹
底
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
、

申
請
の
電
子
化
の
際
に
も
同
趣
旨
を
踏
ま
え
て
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
、
次
の
と
お
り
請
願

い
た
し
ま
す
。

枚
方
市
の
各
機
関
に
、
行
政
書
士
制
度
へ
の
理
解
及
び

行
政
書
士
法
遵
守
の
徹
底
強
化
を
図
る
こ
と
。

１
�
大
阪
府
行
政
書
士
会
か
ら
行
政
書
士
制
度
の
啓
発
ポ

ス
タ
ー
及
び
プ
レ
ー
ト
の
提
示
に
つ
い
て
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
に
協
力
す
る
こ
と
。

２
�
許
認
可
の
申
請
様
式
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
枚
方

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
お
い
て
「
行
政
書
士
で
な
い
者

が
他
人
の
依
頼
を
受
け
報
酬
を
得
て
、
官
公
署
に
提
出
す

る
書
類
を
作
成
す
る
こ
と
を
業
と
す
る
こ
と
は
行
政
書
士

法
違
反
と
な
る
」
旨
の
注
意
喚
起
文
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
�
申
請
書
類
の
表
紙
等
に
書
類
作
成
に
係
る
代
理
人
行

政
書
士
の
記
名
押
印
欄
を
設
け
る
こ
と
。

４
�
申
請
を
電
子
化
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
の
際
、
行
政
書

士
法
遵
守
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
。

◆

◆

◆

市
民
等
へ
の
有
益
な
影
響
に

つ
な
が
る
観
点
か
ら
賛
成

行
政
書
士
は
国
家
資
格
で

あ
り
、
厳
格
な
業
務
遂
行
義

務
が
求
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、

手
続
の
公
平
性
、
透
明
性
を

担
保
す
る
こ
と
で
行
政
事
務

の
円
滑
化
に
資
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

行
政
書
士
制
度
に
係
る
必

要
な
周
知
、
啓
発
や
注
意
喚

起
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
、

市
民
や
事
業
者
が
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
、

市
民
活
動
や
社
会
経
済
活
動

に
有
益
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
も
つ
な
が
る
観
点
か
ら

本
請
願
に
賛
成
す
る
。

＊
１

街
区
…
市
駅
周
辺
再
整
備
で
は
、
枚
方

市
駅
周
辺
を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で
の
５
つ

の
エ
リ
ア
に
定
め
、
再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て
は
左
図
の
と
お
り
。
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